
年
四
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
寺

家
の
願
成
就
院

が
ん
じ
ょ
う
じ
ゅ
い
ん
で
は
、
国
・
県
・
市

か
ら
の
補
助
を
受
け
て
、
大お
お

御み

堂ど
う

内
の

耐
震
補
強
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
完
了
に
伴
い
、
工
事
期
間
中
は
同

寺
院
内
の
宝
物
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

あ

み

だ

に
ょ
ら
い
ざ

ぞ
う

・
木
造
不
動
明

ふ
ど
う
み
ょ
う

王お
う

お
よ
び
二
童
子
立
像

に
ど
う
じ
り
ゅ
う
ぞ
う
・
毘
沙
門
天
立
像

び
し
ゃ
も
ん
て
ん
り
ゅ
う
ぞ
う

（
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
を
代
表
す
る
仏
師

運
慶
う
ん
け
い

の
作
、
国
の
重
要
文
化
財
）も
、
改

め
て
大
御
堂
に
移
さ
れ
、
今
年
一
月
か

ら
拝
観
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
工
事
は
、
建
物
全
体
に
耐
震

補
強
を
施
す
の
で
は
な
く
、
五
体
の
仏

像
が
安
置
さ
れ
る
須
弥
壇

し
ゅ
み
だ
ん

を
取
り
囲
む

形
で
耐
震
フ
レ
ー
ム
を
設
け
た
と
こ
ろ

に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
耐
震
フ
レ
ー
ム

は
鉄
骨
で
構

成
さ
れ
、
鉄

板
で
補
強
さ

れ
て
い
る
た

め
、
大
き
な

地
震
な
ど
に

よ
っ
て
万
が

一
建
物
に
被

害
が
生
じ
た

場
合
で
も
、

仏
像
本
体
は

損
傷
を
受
け

な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、

仏
像
と
須
弥

壇
の
間
に

は
、
免
震
台
（
地
震
な
ど
の
揺
れ
を
吸
収
し
、
台

上
の
も
の
に
震
動
を
伝
え
な
い
よ
う
に
す
る
装

置
）
も
設
置
さ
れ
、
安
全
性
が
高
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
防
犯
シ
ス
テ
ム
も
整
備
さ
れ
、
盗

難
な
ど
人
的
被
害
か
ら
仏
像
を
守
る
体
制
も
強
化

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
工
事
に
よ
り
、
運
慶
の
手
で
形
作
ら
れ
て

か
ら
八
百
年
以
上
を
経
た
五
体
の
仏
像
は
、
信
仰

の
対
象
と
し
て
、
ま
た
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
、

よ
り
確
実
に
未
来
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
も
、
内
装
が
一
新
さ
れ
、
清
々
し
い
空

気
に
満
ち
た
願
成
就
院
大
御
堂
と
運
慶
仏
を
、
ご

覧
に
な
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

開
館
時
間
　
九
時
〜
十
六
時（
水
曜
以
外
）

拝
観
料
　

大
人
三
百
円
、中
高
生
百
五
十
円
、

小
人
百
円

問
合
せ
　

天
主
君
山
願
成
就
院
　

電
話
０
５
５（
９
４
９
）７
６
７
６

昨

願成就院大御堂
耐震工事が完了

問合せ　社会教育課　
電話０５５‐９４８‐１４６１

その５７

伊
豆
の
国
市
文
化
協
会
の
芸
能
三
部
門
（
歌

唱
・
舞
踊
・
演
奏
）に
よ
る
、
第
三
回
ふ
れ
あ
い
祭

を
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

と
　
き

二
月
二
十
一
日（
日
）
十
時
〜
十
七
時

と
こ
ろ

大
仁
市
民
会
館

出
場
団
体

歌
唱
部（
詩
吟
・
カ
ラ
オ
ケ
・
朗
読
・

謡
と
仕
舞
・
民
謡
等
）
六
団
体
、
舞

踊
部（
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
日
本
舞
踊
・
ジ

ャ
ズ
ダ
ン
ス
等
）六
団
体
、

演
奏
部
（
ウ
ク
レ
レ
・
ギ

タ
ー
・
オ
カ
リ
ナ
・
大
正

琴
・
ち
ん
ど
ん
・
ハ
ー
モ

ニ
カ
・
二
胡
・
三
味
線
・

バ
ン
ド
・
尺
八
等
）
十
二

団
体
　
計
二
十
四
団
体

舞
台
周
り
や
会
場
に
は
、
伝
統
文
化
部
の
長

岡
地
区
花
の
会
に
よ
る
お
花
も
飾
ら
れ
ま
す
。

ロ
ビ
ー
で
は
、
学
芸
部
の
ミ
ニ
展
示
会
を
同
時

開
催
し
ま
す
。
合
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

文
化
協
会
演
奏
部（
保
田
）

電
話
０
９
０（
８
３
２
２
）０
６
３
４

文
化
協
会
会
長（
大
橋
）

電
話
０
５
５
８（
７
６
）２
９
３
５

第
三
回
ふ
れ
あ
い
祭
　
開
催

（左）須弥壇に安置された５体の
運慶仏。写真左から『木造不動明
王及び二童子立像』『木造阿弥陀
如来坐像』『毘沙門天立像』

（下）工事中の耐震フレーム

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

２０１０．２．１いずのくに ２０１０．２．１いずのくに

「まいど！

宇宙を呼びよせた町工場

のおっちゃんの物語」

青木豊彦（著）

近代セールス社

人工衛星「まいど１号」の生みの親
が、初めてつづる涙と笑いの奮闘記。
志半ばでの挫折と再出発、そして新
たな取り組み。 【韮山】

＊【 】内は所蔵館名

中央図書館…２月１３日（土）１１：００～
長岡図書館…２月１８日（木）１４：３０～
韮山図書館…２月１３日（土）･２７日（土）

いずれも１４：００～
対象／赤ちゃん～小学校低学年くら
いまで（申し込み不要）。
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問合せ

「ロング・ウェイ」

小手鞠るい（著）

祥伝社

離婚はできへんかも
しれん。かまへん。

ベッドの上で指切りをした。死ぬま
で、一緒と。ばらばらになった家族
と、それぞれが大切に思う人たち。
激しくも静かな恋愛小説集。【長岡】

「未踏峰」

笹本稜平（著）

祥伝社

ここで逃げたら、死
ぬまで人生から逃げ

続けることになる。ハンデを背負っ
た３人の若者と、未来を手放した登
山家。ヒマラヤを舞台に描く、骨太
の人間ドラマ。 【韮山】

昨年は、中央図書館開館20周
年記念イベントを開催しまし
た。落語を交えての講演会や語
りの会など、すべてに共通して
感じたことは、テレビなどの機
械を通じてではなく、「生の声」
で言葉を伝えることの大切さで
した。（図書館司書　高橋）

おはなし会

15

【中央図書館】電話０５５８‐７６‐５５６６

毎週月曜日休館
【長岡図書館】電話０５５‐９４７‐２３６４

毎週月曜日休館
【韮山図書館】電話０５５‐９４９‐８６０５

毎週水曜日休館
各館の休館日は、月のカレンダー･
図書館ホームページなどをご覧く
ださい。

人呼んで“銀座のヤス”。築地市
場と一流料理店を走り回る、驚き
の舌と食の知識を持つ謎の男。ヤ
ッさんに弟子入りした新米ホーム
レスのタカオとともに、名コンビ
が今日も走る。 【中央】

「ヤッさん」
原宏一（著）／双葉社

「ほらふき

じゅうたん」

デイヴィッド･ルーカス（作）

偕成社

長いねむりからさめ
た大理石像の女の子に、トラのじゅ
うたんが語りかけます。それはでた
らめな夢物語？それとも…？「真実」
をめぐるふしぎな物語。 【長岡】

「あんな雪こんな氷」

高橋喜平（文･写真）

雪や氷はつめたいだ
け？よくかんさつし
てみると、あーらふ
しぎ。生きてるみた

いにうごいたり、おもしろい形に
なったりしますよ。【中央】

「しもばしら」

野坂勇作（作）

しもばしらって、ど
うしてできるのか
な？空からふってく
るの？家でできる、しもばしらの
作り方もあります。【中央･韮山】

「雪の写真家ベントレー」

Ｊ.Ｂ.マーティン（作）

「雪の美しさは、ど
んなものにもまけな
い」結晶の美しさを

人々に伝えようと、ひたむきに雪
を追い続けたウィリーの生涯をつ
づる伝記絵本。【全館】

「月夜のみみずく」ヨーレン（詩）

みみずくに会いたか
ったら、静かにしな
くちゃいけないの…
静かな冬の夜ふけの
一瞬の出会い。
【中央・韮山】

空から音もなく降ってきて、世界をすっかり
変えてしまうもの。朝日の中で、きらきら輝く
もの。雪と氷のふしぎをのぞいてみませんか。

「まあばあさんの

ゆきのひピクニック」

すとうあさえ（文）【中央・韮山】

「つららがぽーっとん」

小野寺悦子（文）【中央】




